	単元名：国際社会と日本

テーマ：世界を平和で豊かにするには、日本は何をすべきか？


	テーマの説明：

　20世紀の前半、アメリカ合衆国は「世界を平和で豊かにする」と宣言して、平和を脅かす勢力として、ドイツ・イタリア・日本を名指しし、これと戦った。世界の多くの国々は、このアメリカの掲げた目標に同意し、ともに戦ってこれらをやぶり、1945年、アメリカのもとの平和が訪れるはずだった。

　その後の半世紀、たしかに世界の国々は以前より豊かになり、世界中に物があふれ、人々の暮らしは良くなった。しかし豊かになったのは、ほんの一部の国であり、いまだに世界の三分の一は飢えに苦しみ続けている（南北問題）。そして戦争も、たしかに世界大戦はなくなったが、各地での地域紛争は続き、21世紀に入った今日も、新たな戦争が起きようとしている。

　しかし、21世紀の今日は、これらの問題だけではなく、世界的な貿易をめぐる紛争や、世界的な環境破壊、そして長期にわたる先進工業国の不況など、問題は山積みである。

　だが、20世紀の数次にわたる戦争とその後の苦闘は、世界に何も残さなかったわけではない。とりわけ国境を越えてさまざまな問題について、世界の国々が協力しあっていかねば、問題は解決しないという考えは、国際連合とその下のさまざまな組織での取り組みを通じて、世界中に広がりつつある。

　日本は、長い不況にあるとはいえ、いまだにその経済力は世界のトップクラスであり、この国の動きは、世界の国々に大きな影響を与える。

　本単元では、この国際連合の下における世界的な機関の成り立ちや役割、そしてその中での論議の様子などを学ぶことを通じて、日本が今、世界を平和で豊かなものにするためには何をしたらよいのかを考えていきたい。


学習の予定：

	№
	小単元名
	授業の内容
	参照する資料

	１
	国際連合の成立
	国際連合が出来るまでの経過とそのしくみと目的。国連が出来た理由を考える。
	教科書ｐ162･202、資料集ｐ111～112

	２
	平和維持のしくみ
	国連の下の平和維持の目的で設けられた組織の概要。国連に平和維持の組織が出来た理由を考える。
	教科書ｐ160～163、203・204

資料集ｐ113

	３
	豊かさを保障するしくみ
	国連の下の世界の経済・文化の問題を解決するための組織の概要。国連に経済問題を解決する組織が出来た理由を考える。
	教科書ｐ170～181

資料集ｐ108・109・112

	４
	先進国と発展途上国の対立
	環境問題に取り組む環境サミットで先進国と発展途上国が何の問題で対立しているか。君はどちらを支持するか考える。
	教科書ｐ174～179

	５
	討論
	君は先進国と発展途上国のどちらの考えを支持するか？
	

	６
	まとめ
	まとめレポートを書く
	


